
Ｈ
『
僅
麻
窒
斯
新
論
』
と
そ
の
内
容

本
書
は
オ
ー
ス
チ
ン
・
プ
リ
ン
ト
（
旨
の
冒
冒
目
届
届
ｌ
扇
雷
）
の
崔
胃
昌
切
の
。
。
岳
の
胃
胃
巨
の
”
四
目
℃
国
昌
。
の
。
胃
巨
§
§
①
》
号
鳥
目
＆

ざ
尉
吾
の
旨
の
の
具
冒
色
ｇ
昼
。
国
閏
の
鯉
且
”
白
鳥
日
の
。
陣
邑
の
ｇ
ｏ
旨
の
》
扇
露
（
第
三
版
）
の
リ
ウ
マ
チ
の
項
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
普
林
篤
著
八
椙
利
雄
訳
懐
麻
窒
斯
新
論
・
起
竜
館
蔵
版
』
明
治
壬
申
仲
秋
官
許
と
あ
る
天
・
地
二
巻
、
黄
色
表
紙
、
内
扉
は
赤
色
と

考
え
る
。

な
っ
て
い
る
。

内
容
は

縦
十
二
×
横
十
八
セ
ン
チ
の
小
本
で
、
天
は
二
十
七
丁
、
地
は
本
文
十
六
丁
、
附
録
十
六
丁
（
図
⑩
図
②
）

わ
が
国
の
リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
単
行
書
は
、
八
杉
（
椙
）
利
雄
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
翻
訳
出
版
し
た
『
慎
麻
窒
斯
新
論
』
が
最
初
と

「
僅
麻
窒
斯
新
論
例
言

我
国
最
初
の
リ
ウ
マ
チ
学
単
行
書
『
櫻
麻
窒
斯
新
論
』

の
訳
編
者
八
杉
利
雄
（
一
八
四
七
’
一
八
八
三
）
と
原
著

者
プ
リ
ン
ト
（
一
八
一
二
’
一
八
八
六
）

纈
轤
嚥
一
鍾
弄
一
躍
器
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十
七
日
受
付

蒲

原
宏
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‐
陸
懸
瀞
獄
羅
織
”
懸
溌
■
が
瞭
一

｛

１石孔へ潟榊雄
謙
遮
命一三口新
頁

‐
惣
誇
へ
鋤

斯
１

難
泳
噌
斯
惨
ハ
譜
鐵
節
久
ゞ
嘘
〃
蝋
鍛
雛
隷
、
鈴
》
ァ
窒
第

》
麻
上

ゞ
患
疑
《
零
§
農
鋺
八
公
身
癌
必
雀
す
？
”
へ
磁
餐
誹
漁
、
棲
巻

一
難
幾
哩
恥
沖
離
羅
淡
建
他
〃
謝
娠
》
《
火
職
”
＠
吋
、
卜

２

《
‐
、
〆
、
”
拳
糸
‐
先
ゾ
息
縦
測
師
瀧
螺
篭
卿
輸
〃
魁
，
：
其
々

》
図

漫
盤
難
泳
穏
断
災
ゞ
卿
噂
蝋
蛍
飾
↑
埼
猟
も
範
鳶
鯨

及
上
他
ノ
諸
症
二
此
名
ヲ
用
ヒ
シ
事
ア
リ
。

予
今
先
シ
急
性
関
節
懐
麻
窒
斯
ヲ
説
キ
次
二
慢
性
慎
麻
窒
斯
及
上
筋
慎
麻
窒
斯
ヲ
論
載
ス
。

護
烏
篤
ハ
別
二
鑿
別
ス
ヘ
シ
要
目
ヲ
備
フ
ト
錐
ト
モ
、
ヨ
ク
傳
麻
窒
斯
ト
混
観
シ
易
キ
ヲ
以
テ
篇
末
二
護
烏
篤
及
上
僅
麻
窒
設
護
烏
篤
ヲ
附

許『百･･蕊沖寧鎚=溌鵡

溺
蕊蕊:}：

蕊戯
再轟fl
§§蕊ご}}；
:f!塞鍾1:：

一苛詫

j

I

鑿
龍
舗
救
戯 墓
１
，
…
…
、
…
』

＃
‐
‐
；
一

ｊ
ｊ
巻
之
上
瘻
麻
窒
斯
総
論

版
刊
年
年
急
性
関
節
僅
麻
窒
斯

銘
５
岨
治
病
床
所
見

く
明
著
く

病
理

原
訳
諭

ト
雄
新

ン
利
斯

原
因

リ
杉
窒

フ
八
麻

察
病

僅

預
后

図

処
置

巻
之
下
次
急
性
及
慢
性
関
節
倹
麻
窒
斯

筋
僖
麻
窒
斯

附
録
護
烏
篇
総
論

各
症
処
置

瘻
麻
窒
設
護
烏
篇
」

で
あ
り
、
き
わ
め
て
簡
略
な
内
容
で
あ
る
。

リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
は
「
懐
麻
窒
斯
ト
ハ
諸
関
節
及
上
他
ノ
繊
維
様
部
二

於
テ
局
処
症
ヲ
呈
ス
全
身
病
ノ
名
ナ
リ
、
又
此
全
身
病
二
継
発
セ
ル
神
経
症
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録
ス
」
と
し
て
リ
ウ
マ
チ
と
痛
風
を
分
離
し
て
翻
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
代
に
お
け
る
分
類
と
は
病
期
の
分
類
が
異
な
る
も
の
の
、
そ

の
骨
子
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
中
期
の
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎
と
そ
の
類
以
疾
患
に
つ
い
て
妥
当
な
紹
介
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

本
書
の
例
言
に
よ
っ
て
、
原
典
か
ら
の
翻
訳
事
情
が
よ
く
う
か
が
え
る
。

一
、
此
書
ハ
洋
暦
千
八
百
六
十
八
年
鶯
斯
丁
、
普
林
篤
氏
ノ
著
ハ
セ
ル
病
学
全
書
ノ
中
棲
麻
窒
斯
ノ
ー
編
及
護
烏
篤
ノ
ー
部
ヲ
摘
訳
ス
ル
者

ナ
リ
。
其
原
書
諸
般
ノ
病
論
ヲ
措
テ
独
り
此
一
篇
ヲ
挙
ル
者
ハ
、
我
皇
国
二
此
病
ノ
最
モ
多
キ
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

余
、
医
官
ヲ
辱
フ
ス
ル
事
未
タ
数
年
ナ
ラ
ス
ト
錐
ト
モ
此
病
ノ
為
メ
ニ
病
疾
廃
人
ト
ナ
ル
者
ヲ
見
ル
事
甚
タ
多
シ
、
心
常
二
之
レ
ヲ
悠
ム
。

故
二
自
ラ
猯
ラ
ス
訳
シ
テ
以
テ
世
二
公
ニ
ス
ル
、
所
謂
急
ヲ
先
ニ
ス
ル
ノ
意
ナ
リ
。

噺
笑
ハ
敢
テ
辞
セ
ズ
、
郭
斧
ハ
伏
テ
之
レ
ヲ
乞
う
若
シ
閲
者
刀
圭
二
臨
ミ
小
補
ア
ラ
ハ
、
是
し
予
ヵ
幸
ナ
リ
。

一
、
訳
語
ハ
専
ラ
先
哲
ノ
定
ム
ル
所
二
倣
上
敢
テ
妄
訳
ヲ
下
サ
ス
。
若
シ
訳
例
ナ
キ
者
ハ
多
ク
原
語
ヲ
用
フ
。
薬
量
ハ
号
ノ
符
弓
ヲ
假
用
シ

時
刻
ハ
彼
昼
夜
平
分
二
十
四
刻
表
二
頼
ル

石
州
津
和
野
八
椙
利
雄
誌
」

プ
リ
ン
ト
の
一
八
六
八
年
版
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
第
三
版
は
、
東

大
・
阪
大
・
名
大
医
学
部
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

プ
リ
ン
ト
の
一
八
七
三
年
刊
第
四
版
が
岡
山
大
学
医
学
部
図
書
館
に
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
岡
山
県
医
学
校
時
代
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
図

３
）

一
八
七
三
年
版
と
八
杉
氏
の
訳
本
と
対
比
し
て
み
る
と
、
原
書
の
第
十
章
．

本
書
の
例
言
に
よ
っ
て
、

「
僅
麻
窒
斯
新
論
例
言

明
治
五
年
壬
申
秋
八
月

「
，
‐
・
・
‐

腱
而
焉

ⅢＩ

腰
－
０
》
酔

い
八
一
・
り
‐
影
唖

抑
Ｄ
〉
《
卵
一
‐
。
》
画

‐
、
心
込
い
Ⅷ
一
貼
弔
、
刀
少
．
醒
褥

‐
Ｊ
Ｄ
ｐ
…
…
、
‐
：
胞
卍
・
・
Ｉ
Ｆ
］
‐
・
↑
‘
、
・
・
卍
。
．
。
；
榊
一
．
一
．
岬
縦
岼

１

且
。

‐
岸
『

ｌｒ
ｊ
恥
ば
や

１Ａ
》

Ｉ、
ｆ
吟
‐
．
。
．
．
・
・
．
‐
‐
…
・
た
．
Ｊ
ｔ
揮
堺
。
、
画
・

甲
Ｊ
１
［

令

１
－
蕊
倭
一
難
一

宮
・
召
一

一
十
奔
嘩
一

》
鵠
〃
》
鍵

…
一癖

』ﾛ1【:1，▲I･侭Jfl叩Fflt

1.1．旧野胞Y，〈》．L怠』ﾍ

ｿｮ7fI.

図3プリントの原著1873年第

4版(岡山大学医学部蔵）
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(表I)

AustinFlint:Atreatiseontheprinciplesandpracticeofmedicine;designed

fortheuseofpractitionersandstudentsofmedicine(HenryC.Lea,Phila-

delphia)1873,第4版のリウマチの項目次（第10章より11章,1015頁～1050頁）

ChapterX

AcutearthicularRheumatism

ClinicalHistorv

PathologicalCharacter

Causation

Diagnosis

Prognosis

Treatment

SubacuteandChronicRheumatism

MuscularRheumatism

ChapterXI

Gout

AnatomicalCharacters

ClinicalHistOrV

PathologicalCharacter

Causation

Diagnosis

Prognosis

Treatment

Rheumatoidarthritis(RheumaticGout)
グ

第
十
一
章
に
相
当
す
る
も
の
で
、
一
○
一
五
頁
か
ら
一

○
五
一
頁
ま
で
の
抄
訳
で
は
あ
る
が
大
略
忠
実
な
翻
訳

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
表
Ｉ
）

急
性
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎
と
リ
ウ
マ
チ
熱
が
同
一
で

は
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
遣
伝
的
な
体
質
素
因
が
考
え

ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
不
明
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。主

と
し
て
プ
リ
ン
ト
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に
お
け
る

経
験
と
フ
ュ
ル
レ
ル
弓
昌
の
局
）
の
論
文
お
よ
び
、
パ
リ

ー
小
児
病
院
の
ロ
ゲ
ル
（
固
の
旨
凰
詞
。
開
門
）
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
心
臓
合
併
症
の
頻
度
の
高
い
こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

治
療
剤
に
は
主
と
し
て
ア
ル
カ
リ
剤
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
一
八
四
七
年
に
ラ
イ
ト
（
君
烏
三
）
の
提
唱
し

た
治
療
法
で
あ
る
。

重
炭
酸
ソ
ー
ダ
・
重
炭
酸
カ
リ
の
内
服
、
摂
氏
百
度

の
ア
ル
カ
リ
浴
、
石
鹸
、
阿
片
軟
膏
の
塗
布
、
ダ
ビ
ー

（
国
の
号
の
再
己
§
の
”
ｌ
冒
且
。
ロ
）
の
提
唱
す
る
発
泡
膏
の

貼
用
療
法
な
ど
が
ベ
ル
ピ
ュ
ー
病
院
に
お
け
る
経
験
を
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も
と
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

紹
介
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
護
烏
篇
篇
⑦
○
具
」
と
「
懐
麻
窒
設
護
烏
篤
宛
冨
匡
日
呉
○
画
胃
昏
罵
言
印
ｌ
詞
馬
屋
目
島
。
⑦
○
目
」
の
二
篇
か
ら
な
っ
て
い
る
。

「
護
烏
篇
」
に
は
そ
の
記
述
内
容
か
ら
み
る
と
、
現
代
の
「
痛
風
」
そ
の
も
の
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
「
僅
麻
窒
設
護
烏
篇
」
に
つ

い
て
は
現
代
の
関
節
疾
患
の
何
に
相
当
す
る
か
は
決
し
難
い
。
原
典
で
の
分
類
名
に
は
「
リ
ウ
マ
チ
様
関
節
炎
国
〕
①
巨
目
胃
○
＆
胃
昏
罵
言
の
」

と
あ
り
、
又
罰
胃
匡
日
画
胃
の
○
貝
と
も
あ
る
が
、
現
代
の
リ
ウ
マ
チ
様
関
節
炎
と
は
そ
の
記
述
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

現
代
の
ア
メ
リ
カ
リ
ウ
マ
チ
委
員
会
の
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
の
分
類
か
ら
み
る
と
、
大
変
に
前
時
代
的
な
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
の
知
見
で
あ

「
訳
者
云
ク
、
此
書
ハ
表
題
ノ
如
ク
懐
麻
窒
斯
ヲ
論
ス
ル

リ
テ
其
病
ノ
能
ク
相
類
似
ス
ル
ト
キ
ハ
亦
之
レ
ヲ
説
カ
サ
ル

ン
ジ
浴
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

附
録
と
し
て
「
護
烏
篇
」
ｓ
ｏ
員
ｌ
痛
風
）
篇
を
翻
訳
紹
介
し
て
い
る
が
、

う
に
翻
訳
者
は
述
べ
て
い
る
。
「
痛
風
」
の
訳
語
は
あ
て
て
な
い
。

「
訳
者
云
ク
、
此
書
ハ
表
題
ノ
如
ク
懐
麻
窒
斯
ヲ
論
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
“

筋
肉
リ
ウ
マ
チ
の
項
で
は
、
総
論
と
Ｈ
頭
筋
、
口
頸
筋
、
日
背
筋
、
四
腰
筋
、
田
胸
筋
、
尚
肩
部
ノ
筋
、
㈹
四
支
ノ
筋
、
㈹
腹
筋
、
伽
内
臓

ノ
筋
組
織
の
九
項
目
の
分
類
と
梅
毒
な
ど
の
他
疾
患
と
の
鑑
別
診
断
、
芥
子
法
、
電
気
流
通
法
、
按
摩
・
鎮
痛
油
剤
の
貼
用
、
水
治
療
、
ス
ポ

治
療
法
で
も
フ
ュ
ル
レ
ル
弓
昌
８
の
学
説
が
豊
富
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

次
急
性
及
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
項
で
は
現
在
の
リ
ウ
マ
チ
様
関
節
炎
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
治
療
法
は
ア
ル
カ
リ
剤
投
与
と
グ
ァ
ャ

ッ
ク
チ
ン
キ
、
甘
耒
、
沃
耒
、
ヨ
ー
ド
カ
リ
、
水
銀
軟
膏
療
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
局
所
治
療
と
し
て
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
、
微
温
浴
、
ア
ル
カ
リ
浴
、
硫
黄
蒸
気
浴
、
温
衣
浴
、
鉱
泉
、
温
泉
療
法
が
有
効
で
あ
る
と
の
翻
訳

ス
」

有
ニ
シ
テ
、

へ
カ
ラ
ス
。

他
ヲ
挙
ル
ー
非
ス
。
然
し
ド
モ
篇
中
往
々
護
烏
篤
二
関
ス
ル
ノ
語
ァ

故
二
護
烏
篤
篇
中
最
モ
必
要
ナ
ル
條
下
ヲ
摘
訳
シ
テ
以
テ
此
二
附
録

原
典
の
十
一
章
に
あ
た
る
も
の
で
、
そ
の
翻
訳
の
主
旨
を
次
の
よ
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明
治
十
年
の
西
南
戦
争
に
は
東
京
の
本
病
院
か
ら
大
阪
臨
時
陸
軍
病
院
に
派
遣
さ
れ
傷
病
兵
の
診
療
に
従
事
し
て
い
る
。

明
治
十
一
年
一
月
三
十
一
日
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
並
び
に
年
金
百
三
十
五
円
が
、
西
南
戦
争
従
軍
の
功
と
し
て
授
与
さ
れ
、
陸
軍
本
病
院
治

療
課
長
に
補
さ
れ
た
。
明
治
十
四
年
、
陸
軍
本
病
院
が
東
京
陸
軍
病
院
と
改
称
し
た
が
そ
の
ま
ま
治
療
課
長
と
し
て
在
職
し
た
が
、
そ
の
年
の

十
二
月
十
七
日
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
軍
医
副
が
治
療
課
僚
と
し
て
配
属
さ
れ
る
。

鴎
外
の
『
自
紀
材
料
』
明
治
十
四
年
十
二
月
十
七
日
の
項
に
、
「
十
七
日
、
治
療
課
僚
を
命
ぜ
ら
る
。
課
長
は
八
杉
利
雄
な
り
」
と
あ
る
。

な
る
。

六
付
↑
と
な
る
。

る
C

長
門
の
萩
で
漢
学
を
つ
い
で
江
戸
、
大
坂
に
遊
学
し
た
が
、
明
治
二
年
大
学
東
校
に
入
り
、
同
三
年
大
学
少
得
業
生
、
つ
い
で
中
得
業
生
と

明
治
五
年
文
部
省
九
等
出
仕
、
つ
い
で
六
年
に
は
八
等
出
仕
と
な
り
、
七
年
に
は
陸
軍
二
等
軍
医
正
と
し
て
陸
軍
本
病
院
附
第
二
課
詰
、
従

口
翻
訳
者
八
杉
（
椙
）
利
雄
（
一
八
四
七
’
一
八
八
三
）

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
石
見
国
（
島
根
県
）
津
和
野
藩
の
藩
士
朝
倉
忠
左
衛
門
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
同
藩
の
八
杉
利
義
の
養
子
と
な

や
・
一

ユ
‐
‐
‐
》
鋸

鋤
鰻
粋
鮮

鵜
学
・
一
．

図 4 八杉利雄（1847-1883）

る
。
十
九
世
紀
中
頃
の
ア
メ
リ
カ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎

と
そ
の
類
似
疾
患
に
つ
い
て
の
最
新
の
知
識
が
紹
介
さ
れ
た
の
が
こ
の
八
杉
利
雄
の

翻
訳
『
僅
麻
窒
斯
新
論
』
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
平
均
水
準
的
な
も
の
が
プ
リ
ン
ト
の
著
作
の
一
八
六
六
年
の
初
版
の

二
年
あ
と
の
一
八
六
八
年
刊
の
第
三
版
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
が
単
行
書
化
さ

れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
リ
ウ
マ
チ
学
の
初
期
業
績
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
然
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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日
原
著
者
プ
リ
ン
ト
（
一
八
一
二
’
一
八
八
六
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
内
科
医
で
同
時
代
の
医
師
で
こ
の
人
ほ
ど
数
多
く
の
医
学
校
で
教
職
に
つ
い
た
人
は
い
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
医
学
教

育
の
場
を
転
々
と
し
た
が
、
有
能
な
内
科
医
で
あ
っ
た
。

一
八
二
一
年
十
月
二
十
日
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
（
巨
凹
の
”
ｏ
旨
の
の
号
）
の
。
ヘ
ー
タ
ー
シ
ェ
ー
ム
亀
の
５
門
の
冨
日
）
に
生
ま
れ
、
一
八

三
三
年
、
二
十
一
歳
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
、
ボ
ス
ト
ン
と
ノ
ザ
ン
プ
ト
ン
（
ｚ
ｏ
昌
国
昌
宮
。
目
）
で
開
業
し
、
つ
い
で
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

（
冒
爵
さ
）
に
移
り
、
こ
こ
で
衛
生
医
官
（
富
⑦
昌
旦
只
胃
の
『
）
と
な
る
。

一
八
四
四
年
三
十
二
歳
で
ラ
ッ
シ
ュ
医
科
大
学
（
冒
普
目
の
昌
邑
９
房
鴨
）
の
理
論
及
び
実
地
医
学
（
富
の
昌
邑
弓
胃
。
ご
陣
印
画
８
。
の
）
教

授
と
し
て
シ
カ
ゴ
へ
招
聰
さ
れ
、
一
年
後
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
に
も
ど
り
国
貝
芭
○
三
①
ｓ
８
－
旨
巨
昌
堅
の
創
刊
に
た
ず
さ
わ
る
。

四
年
間
編
集
主
幹
と
し
、
ま
た
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
学
医
学
部
教
授
と
し
て
そ
の
創
立
に
関
係
し
た
。

ま
た
Ｚ
昌
○
】
邑
冨
①
ｓ
ｎ
巴
○
○
目
ぐ
①
貝
ご
ロ
の
代
表
者
と
な
り
、
学
位
審
査
委
員
を
兼
ね
る
が
、
の
ち
に
ｚ
昌
目
己
冒
①
ｓ
ｏ
巴
ｎ
ｏ
ご
く
①
昌
○
弓

が
ア
メ
リ
カ
医
師
会
（
シ
ョ
の
『
言
自
冨
の
島
且
Ｐ
叩
吻
。
ｇ
農
。
ご
）
と
一
八
四
七
年
に
改
称
し
た
の
ち
も
こ
の
運
営
に
関
係
し
、
一
八
八
四
年
に
は
会

る
○

る
。

遣
児
の
貞
利
（
一
八
七
六
－
一
九
六
六
）
は
東
京
外
国
語
学
校
教
授
で
岩
波
版
『
露
和
辞
典
』
の
著
者
、
ロ
シ
ア
文
学
者
で
あ
る
。
孫
の
龍
一

（
一
九
三
ｌ
現
在
）
は
東
京
工
大
教
授
、
早
稲
田
大
学
教
授
を
歴
任
し
た
生
物
史
学
者
・
生
物
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

八
杉
利
雄
の
そ
の
他
の
著
書
と
し
て
は
『
医
事
表
』
明
治
五
年
、
英
蘭
堂
刊
と
、
藤
田
正
方
と
共
訳
の
『
医
用
化
学
』
（
筆
者
未
見
）
が
あ

明
治
十
六
年
一
等
軍
医
正
と
な
り
、
同
年
四
月
九
日
小
山
内
健
と
と
も
に
正
六
位
に
陞
り
、
熊
本
鎮
台
病
院
長
に
補
さ
れ
熊
本
に
赴
任
す

る
。
同
年
十
一
月
三
十
日
会
議
の
た
め
上
京
中
、
脳
出
血
に
よ
り
病
没
す
る
。
三
十
七
歳
。
谷
中
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。
（
４
図
）

は
じ
め
村
松
玄
庵
の
次
女
春
子
を
要
る
が
さ
き
に
病
没
し
、
つ
い
で
五
月
女
氏
を
要
り
、
二
男
一
女
が
が
あ
っ
た
が
、
貞
利
の
み
一
人
が
残
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十
九
世
紀
の
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
た
医
師
の
一
人
で
あ
っ
た
。
特
に
プ
リ
ン
ト
の
業
績
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
急

性
伝
染
病
に
つ
い
て
、
コ
ッ
ホ
、
パ
ス
ト
ー
ル
、
リ
ス
タ
ー
の
発
見
以
前
に
お
け
る
前
駆
的
な
著
作
で
あ
る
。

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
衛
生
医
官
時
代
に
手
が
け
た
仕
事
で
、
北
ボ
ス
ト
ン
（
ｚ
ｏ
Ｈ
昏
胃
⑳
８
口
）
の
原
始
林
の
中
で
ア
メ
リ
カ
ッ
ゲ
材
で
作
っ
た

小
屋
に
住
ん
で
い
た
住
民
た
ち
に
一
八
四
三
年
に
発
生
し
た
チ
フ
ス
熱
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

熱
型
そ
の
他
の
臨
床
的
観
察
に
つ
い
て
実
地
医
家
と
し
て
の
、
前
細
菌
学
時
代
の
推
論
的
著
作
で
あ
る
が
、
急
性
伝
染
病
研
究
の
基
本
が
よ

一
八
七
二
年
に
は
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
』

き
に
ア
メ
リ
カ
医
会
長
を
つ
と
め
る
。

一
八
六
○
岸

授
と
な
り
、
》

授
と
な
っ
た
。

教
育
に
あ
た
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
教
職
に
つ
い
て
い
た
医
学
校
と
し
て
は
国
自
呈
昌
侭
○
ｍ
昌
一
○
呂
凋
ｑ
ご
＆
言
堅
田
己
普
侭
旨
巴
冒
呂
冒
蔚
四
目
留
昌
８
‐

昌
巨
日
）
園
巨
頭
里
〔
）
○
○
一
房
い
①
○
閉
”
画
陣
○
口
巴
三
｛
①
昌
凰
旨
①
》
国
○
口
扁
○
も
画
庁
三
○
○
（
農
の
ｍ
①
○
崩
面
］
胃
昌
里
９
日
］
、
凹
冒
・
の
ｐ
Ｈ
閃
①
○
画
の
》
函
○
国
房
○
℃
四
詳
言
ｏ

巨
巳
国
葛
穴
冨
＆
旨
巴
○
○
房
い
①
》
ｚ
旨
い
四
国
ご
己
ぐ
閏
望
ご
冨
呂
旨
巴
ｐ
ｇ
胃
目
５
貝
な
ど
が
あ
る
。

ル
イ
ジ
ビ
ル
Ｐ
Ｃ
昌
吻
冒
苣
の
）
大
学
で
も
一
年
間
教
職
に
あ
り
、
一
八
五
六
年
に
は
再
び
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
に
も
ど
り
、
病
理
学
及
び
臨
床
医
学

長
に
就
任
し
て
い
る
。

の
教
授
と
な
り
、
慈
善
病
院
の
非
常
勤
内
科
医
を
兼
務
し
て
い
る
。
か
く
し
て
夏
は
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
で
、
冬
は
ニ
ュ
ー
・
オ
ル
レ
ア
ン
ズ
で
す

こ
す
と
い
う
生
活
が
つ
づ
い
て
い
た
。

一
八
六
○
年
四
十
八
歳
で
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
、
ヘ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
医
学
校
ａ
の
与
巨
①
西
。
ｍ
目
巨
富
の
巳
邑
砕
冒
。
］
）
の
理
論
臨
床
医
学
の
教

授
と
な
り
、
そ
の
後
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
（
陣
。
。
厘
冒
）
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
Ｐ
Ｃ
眉
匡
画
且
国
。
ｇ
冒
一
）
の
病
理
学
及
び
臨
床
医
学
の
教

四
十
歳
で
三
つ
の
医
学
校
の
教
授
資
格
を
獲
得
し
、
そ
の
二
年
後
に
は
ニ
ュ
ー
・
オ
ル
レ
ァ
ン
ズ
医
学
校
（
ｚ
①
君
９
冨
邑
切
冨
①
ｇ
８
５
ｏ
ｇ
巳
）

教
授
と
な
り
、
慈
善
病
院
の
非
常
勤
内
科
医
を
兼
務
し
て
い
る
。
か
く
し
て
夏
は
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
で
、
冬
は
ニ
ュ
ー
・
オ
ル
レ
ア
ン
ズ
で
す

ヨ
ー
ク
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
ｚ
の
葛
閨
。
烏
肯
且
臼
昌
旦
冨
の
島
。
旨
の
）
の
会
長
、
一
八
八
四
年
、
七
十
二
歳
の
と

（46） 16



に
血
流
が
逆
流
す
る
た
め
に
、
拡
張
釦

狭
窄
の
症
状
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
さ
い
拡
張
期
あ
る
い
は
前
収
縮
期
に
心
雑
音
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
症
状
に
冠
名
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
の
医
学
上
の
業
績
は
家
系
的
に
見
て
も
、
そ
の
曽
祖
父
が
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
シ
ュ
ゥ
ス
ヴ
ァ
リ
（
ｇ
の
君
の
冒
昌
）

で
開
業
医
と
し
て
定
住
し
た
の
が
一
七
七
三
年
と
い
う
医
師
と
し
て
家
系
の
重
さ
が
あ
る
。

ま
た
息
子
の
オ
ー
ス
チ
ン
・
プ
リ
ン
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
ｓ
屋
、
冒
里
ロ
昌
吋
．
勗
患
ｌ
岳
扇
）
は
今
ハ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
学
の
生
理
学
教
授
、
の
ち
に
ニ

ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
医
科
大
学
自
の
葛
展
。
異
冨
巴
冨
』
９
房
い
の
）
、
ゞ
ヘ
ル
ピ
ュ
ー
医
科
大
学
ａ
の
房
ぐ
屋
の
冨
凰
目
｝
９
斤
、
の
）
、
つ
い
で
、
コ
ー
ネ
ル

大
学
医
学
部
（
９
日
畠
ロ
ョ
ぐ
の
厨
ご
目
の
島
旦
牌
言
。
］
）
に
移
り
、
基
礎
医
学
者
と
し
て
「
プ
リ
ン
ト
の
法
則
国
冒
房
閏
。
且
の
》
厨
言
」
で
名

を
残
し
て
い
る
。
孫
の
オ
ー
ス
チ
ン
・
プ
リ
ン
ト
伝
巨
切
冒
国
目
）
は
く
ル
ビ
『
－
－
大
学
医
学
部
ａ
の
馬
ぐ
匡
の
ご
己
ぐ
①
耐
ご
冨
且
目
』
牌
冒
邑

の
教
職
を
へ
て
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
大
学
医
学
部
の
産
婦
人
科
学
の
教
授
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
由
緒
あ
る
医
学
の
家
系
で
あ
っ
た
。

プ
リ
ン
ト
は
一
八
八
六
年
五
月
十
三
日
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
で
病
没
し
た
。
七
十
四
歳
。

く
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
チ
フ
ス
の
発
生
に
つ
い
て
そ
の
伝
染
経
路
、
症
状
が
的
確
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。

臨
床
医
家
と
し
て
の
プ
リ
ン
ト
の
業
績
は
、
「
プ
リ
ン
ト
の
雑
音
国
旨
庁
日
貝
冒
貝
」
と
し
て
、
大
動
脈
弁
閉
鎖
不
全
の
と
き
、
左
心
室
内

に
血
流
が
逆
流
す
る
た
め
に
、
拡
張
期
雑
音
を
起
こ
す
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
逆
流
血
液
が
さ
ら
に
僧
帽
弁
を
も
圧
迫
し
て
僧
帽
弁
膜

プ
リ
ン
ト
は
一
八
八
六
年
五
月
！

そ
の
著
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
弔
居
旨
①
固
の
の
四
『
．
○
口
骨
ゴ
①
ぐ
四
円
一
呉
芦
（
）
ロ
の
具
巨
庁
旦
旨
冒
己
の
Ｒ
ｏ
ｐ
閉
』
。
ご
曾
己
儲
⑦
、
豆
【
四
８
吋
望
の
○
匡
口
Ｑ
、
（
国
巨
【
甘
』
。
〕
］
、
印
西
）

（
２
）
○
二
口
言
巴
【
①
壱
○
再
○
口
の
壷
Ｈ
ｏ
ｐ
肩
巨
①
一
員
の
如
旦
⑦
９
．
（
田
口
廟
巳
○
》
』
⑭
切
望

（
３
）
○
冒
冒
〕
、
巴
吋
①
石
○
再
Ｏ
ｐ
ｏ
Ｏ
ｐ
画
画
ロ
①
旦
貯
ぐ
①
司
①
具
．
（
国
匡
凍
巴
○
一
胃
“
印
画
管
宅
三
宮
Ｑ
の
ぎ
三
四
》
』
、
切
望

（
４
）
。
］
冒
門
巴
尉
の
己
○
再
Ｏ
ｐ
Ｑ
目
印
①
ご
房
壗
琶
（
国
巨
廟
里
○
》
胃
、
切
望

（
５
）
弓
ぽ
ぐ
ｍ
言
四
畳
①
×
ロ
｝
四
時
四
画
○
口
四
ロ
ユ
ロ
冨
四
〕
○
里
の
○
冷
旦
骨
、
①
凹
め
①
い
“
廟
の
○
陣
ご
頒
庁
｝
］
①
吋
⑦
の
己
笥
四
㎡
○
吋
］
四
吋
頤
四
目
の
（
勺
岸
］
一
畳
四
口
①
一
ロ
ゴ
一
色
》
』
⑭
、
、
）

ｔ

賑
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な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
著
作
の
中
で
も
、
崖
曾
の
目
印
①
○
口
胃
冒
ｏ
昼
①
、
四
目
頁
肖
胃
①
旦
目
①
ｓ
ｏ
旨
の
弓
巨
昌
①
言
宣
画
》

岳
３
）
は
ア
メ
リ
カ
医
学
書
の
中
で
も
古
典
的
な
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
評
判
の
よ
い
著
書
で
あ
っ
た
。

一
八
八
一
年
ま
で
五
版
を
重
ね
て
い
る
が
、
初
版
以
来
版
を
重
ね
る
ご
と
に
新
し
い
医
学
知
見
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
一
八
六
八
年
に
第
三

版
、
一
八
七
三
年
に
第
四
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
は
、
第
三
版
が
阪
大
、
名
大
、
東
大
、
第
四
版
が
名
大
、
岡
山
大
の
医
学
部
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で

本
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
版
が
な
い
こ
と
か
ら
、
八
杉
利
雄
の
『
瘻
麻
窒
斯
新
論
』
は
一
八
六
八
年
刊
行
、
第
三
版
の
英
語

版
か
ら
直
接
翻
訳
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

手
め
テ
○
○剛

ま
と
め

Ｉ仙
八
杉
利
雄
訳
の
『
瘻
麻
窒
斯
新
論
』
は
、
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎
と
痛
風
に
つ
い
て
の
本
邦
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
で
あ
り
、
か
つ
明

（
皿
）
シ
ョ
①
国
８
口
○
国
ｇ
〔
曽
画
①
島
創
（
扇
忌
）

へへ〆へ、〆へ〃へ

131211109
……、一グー一、一

（
６
）

へ
７
）

〆
、

（
８
）

シ
ヰ
①
胃
あ
の
○
口
冒
冒
ｇ
巳
①
め
四
口
・
で
国
９
－
８
具
目
①
ｇ
ｏ
言
の
①
９
．
急
ご
毎
号
言
三
四
・
昂
ｇ
雪
印
昏
固
巳
畠
田
）

同
朋
四
目
⑩
Ｏ
ｐ
ｏ
ｏ
邑
叩
①
【
ぐ
呉
茸
①
日
①
島
の
言
①
四
目
皇
宮
目
色
①
Ｑ
８
官
。
の
（
も
三
富
Ｑ
①
ざ
三
四
》
』
鈎
司
ら

勺
冨
岸
三
里
里
］
厨
Ｈ
目
（
）
Ｈ
●
ず
嵐
四
国
画
汁
○
Ｈ
国
軍
２
さ
さ
い
望
①
９
．
（
勺
冨
盲
回
の
言
三
旦
昌
、
言
巴

。
］
冒
旨
巴
国
］
①
ｇ
ｏ
言
９
画
の
『
牌
①
同
〕
画
庁
５
吋
①
昌
一
の
①
○
口
塵
吊
島
色
胆
口
○
い
］
の
胃
］
Ｑ
耳
の
“
営
昌
①
口
喬
ｏ
開
Ｑ
一
ｍ
の
四
の
⑦
の
（
宅
三
富
Ｑ
の
言
三
四
》
』
、
「
巴

冨
①
ｇ
ｏ
昌
酔
三
＄
、
昌
旦
①
貝
ご
巨
禺
扇
》
目
一
房
。
Ｃ
Ｑ
①
旦
煤
冨
吊
四
口
ｏ
耳
①
Ｑ
ご
く
号
①
シ
日
①
国
８
口
旨
①
ｇ
８
－
Ｐ
朋
○
ロ
呉
］
○
回
の
言
．
（
ｚ
①
乏
照
○
詩
》

』
、
、
い
）

同
ロ
，
胃
、
『
巴、

○
○
口
５
①
己
昌
目
●
巨
具
己
①
月
巨
の
め
〕
○
口
曽
旦
凹
匡
の
。
昌
菌
庁
旨
邑
①
言
．
（
ｚ
①
君
国
○
吋
〆
扁
③
巴

○
○
日
『
夢
具
さ
。
印
吋
①
一
呉
冒
噸
８
号
①
。
囚
匡
印
胃
二
○
目
、
日
・
口
尉
ぐ
四
目
Ｏ
昌
具
呂
切
①
、
、
⑦
ゞ
四
口
Ｑ
庁
ｏ
ｎ
日
員
）
島
的
①
四
の
①
印
》
⑦
の
庁
．
（
ｚ
①
君
唱
○
詩
．
］
器
ご

淳
冒
・
画
Ｒ
一
、
巳
吋
の
具
】
ぬ
の
○
口
吾
①
昌
色
四
５
四
の
ご
凹
呂
巳
○
ぬ
鷺
閏
旦
可
①
禺
日
の
口
許
ａ
ｇ
ｍ
①
四
ｍ
の
い
具
昏
①
ヴ
の
胃
庁
（
国
量
胃
嚴
壱
三
四
．
届
＄
）
（
画
口
旦

。
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⑧
原
著
者
の
オ
ー
ス
チ
ン
・
プ
リ
ン
ト
（
一
八
一
二
’
一
八
八
六
）
の
略
歴
と
業
績
、
子
孫
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

例
『
瘻
麻
窒
斯
新
論
』
と
原
著
に
つ
い
て
の
内
容
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
原
著
が

国
旨
庁
》
シ
◆
叩
弓
目
①
昌
一
叩
①
○
目
昏
①
冒
旨
臼
巨
①
の
幽
旨
ロ
冒
画
９
門
①
昌
冒
①
ｇ
ｏ
宮
①
》
Ｑ
①
の
億
口
①
旦
甘
吋
昏
①
巨
の
①
呉
冒
色
ｇ
旨
○
国
①
肘
四
国
Ｑ
の
言
‐

ロ
①
貝
の
尽
日
①
ｓ
ｏ
宮
①
》
弔
冨
毎
号
ざ
匡
四
印
画
○
Ｆ
の
四
》
の
の
○
国
陣
○
○
．
》
品
尉
画
旨
Ｑ
唖
昌
＆
、
扁
畠

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
か
つ
原
著
の
日
本
国
内
に
お
け
る
所
在
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
整
形
外
科
）

治
初
期
に
お
け
る
英
語
圏
の
医
学
、
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
東
部
の
医
学
を
受
容
し
た
よ
い
例
証
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
翻
訳
者
八
杉
利
雄
（
一
八
四
七
’
一
八
八
三
）
の
略
歴
と
そ
の
子
孫
八
杉
貞
利
（
一
八
七
六
’
一
九
六
六
）
と
八
杉
龍
一
（
一
九
二
ｌ
現
在
）

③
翻
訳
者
八
杉
利
雄
（
一

の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

ヘ
ー
上
）

〆
、
、
〃

（
２
）

（
３
）

（
４
）

へ
５
）

〆
、

へ
６
）

〆
苫

へ
７
）

／
、

へ
８
）

〆
、

（
９
）

（
、
）

普
林
篤
著
・
八
椙
利
雄
訳
》
懐
麻
窒
斯
新
論
天
・
地
起
竜
館
蔵
版
英
蘭
堂
明
治
五
年

米
田
正
治
》
島
根
県
医
学
史
覚
書
二
一
八
頁
松
江
文
庫
②
報
光
社
昭
和
五
十
一
年

大
植
四
郎
》
明
治
過
去
帳
一
八
一
頁
昭
和
十
年

和
久
利
誓
一
”
八
杉
貞
利
日
本
人
名
大
事
典
（
現
代
）
七
八
九
頁
平
凡
社
昭
和
五
十
四
年

和
久
利
誓
一
》
八
杉
貞
利
日
記
ろ
し
や
路
１
１
Ⅷ
頁
図
書
新
聞
社
昭
和
四
十
二
年

朝
日
新
聞
社
編
《
現
代
人
物
事
典
一
四
三
頁
朝
日
新
聞
社
昭
和
五
十
二
年

八
椙
利
雄
輯
《
医
事
表
健
鵠
部
起
竜
館
蔵
版
英
藺
堂
明
治
五
年

森
林
太
郎
”
鴎
外
全
集
第
三
十
五
巻
一
○
頁
岩
波
書
店
昭
和
五
十
年

向
く
四
目
の
】
津
．
い
“
津
匡
牌
冒
国
冒
庁
幽
且
巨
の
８
己
耳
号
具
さ
目
印
８
日
①
巳
ｏ
旨
①
》
国
昌
．
国
再
．
富
＆
、
忠
《
陪
鍔
届
認

国
旨
什
》
諺
．
恥
目
Ｈ
２
武
切
①
○
口
吾
①
冒
旨
、
５
房
の
四
国
ロ
冒
画
９
門
①
旦
日
①
ｇ
ｏ
ヨ
２
号
印
両
国
＆
ざ
吋
昏
①
扇
①
具
胃
四
具
置
○
口
閂
の
画
冒
旦
の
目
鳥
貝
の

主
要
文
献
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